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１． 緒言 

現在の日本の小学校・中学校・高校生の年代に

おいて、問題視されている一つとして、「体力低

下」が上げられ、体力低下に伴なって、精神的な

面の低下も進んでいることも問題となっている。

体力低下が進んでいる原因の背景には何があるの

か、改善するには何が必要なのかを明確にしたい

と考えたことが本研究を始めたきっかけである。 

そこで本研究では、体力低下が本当に進んでい

るのか、またその背景にはどのような原因がある

のかを明らかにし、明らかになった問題に対する

対策を見出していく。 

２． 研究方法 

 アンケート調査 

  ・期間：6月上旬～6月下旬 
  ・対象：A高校生徒40名 
インタビュー調査 
・期間：10月上旬 

  ・対象：A高校教諭2名 
３． 結果と考察 

１） アンケート調査における結果及び考察 

 今回の調査において、運動部に所属をしてい

る生徒に男女比が見られた。男子生徒は 100％な

のに対し、女子生徒は20％と低かった。所属して

いる生徒の回答として、「スポーツが好き・楽し

い」や「体を鍛えたい」と言った回答が多く見ら

れた。一方で、運動部に所属していない生徒では、

「運動が苦手」といった回答が40％と多くみられ

た。しかしながら、体力向上のためには継続的な

運動をする必要があることを、男・女生徒とも７

０％以上の生徒が認識していた。周りの人々の関

わり方によって現在運動に対して苦手意識を持っ

ている生徒が、習慣的に運動を行うことができ

る状況になる。あまり運動をしていなかった生

徒が運動をすることにより、体力が向上してい

くと考えられる。 
２）インタビュー調査における結果及び考察 

インタビューを行っていく中で、運動できる環

境の改善や授業数の増加などいろいろと原因は挙

がった。その中でも教員や親を含む地域が一体と

なって、幼少時代からスポーツに親しめるような

方向性を示すことが大事である。親子でスポーツ

クラブなどに通い、幼い頃から運動することを習

慣化することで、体力低下が緩やかになっていく

可能性が高くなる。周囲の関わり合いや、場所の

確保など、社会全体で体力低下の抑制に取り組む

ことが重要であると考える。 

４． 今後の展望とまとめ 

 現在の子供たちは、運動が嫌いになったわけ

ではなく、運動を行う「時間」「場所」といっ

た環境要因が大きく関わっており、地域や親の

考え方も含め、社会的に子供が運動できる環境

を用意していくことが大切だと感じた。体力低

下は実際に進んでいたが、地域の人々の関わり

方によって、改善することができると考える。 
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